
 三 重 県 土 採 取 基 準 要 綱 

                                                               

（ 趣 旨 ） 

第 一 条 三 重 県 土 採 取 規 制 条 例 施 行 規 則 の 別 表 「 土 の 採 取 の 方 法 等 の 基 準 」 （ 以 下 「 別 表 」 と い う 。 ）

に 規 定 す る 採 取 基 準 の 詳 細 に つ い て は 、 こ の 要 綱 に 定 め る も の と す る 。 

 

（ 土 の 採 取 方 法 ）                                               

第 二 条  土 の 採 取 に つ い て は 、 次 の い ず れ か の 採 掘 法 で 行 い 、 切 り 下 げ 方 式 に よ り 行 う も の と し 、 透 か

し 掘 り は 行 っ て は な ら な い 。 
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２ 規 則 第 九 条 別 表 で 定 め る 切 土 の 直 高 及 び こ う 配 に つ い て は 、 土 質 お よ び 切 土 高 に 応 じ 別 表 １ の 「 標

準 の り 勾 配 」 に よ る も の と す る 。 

な お 、 の り 面 の 安 定 を 低 下 さ せ な い 構 造 に す る も の と す る 。       

３ 土 の 採 取 を 行 う 際 に は 次 の 崩 壊 防 止 対 策 を 講 じ る も の と す る 。   

 一 現 場 責 任 者 は 絶 え ず 地 山 の 亀 裂 ・ 陥 没 等 の 異 常 の 有 無 並 び に 含 水 ・ 湧 水 の 状 況 を 監 視 す る と と 

も に 計 画 的 採 取 に 努 め る こ と と す る 。                                                  

 二 落 石 ・ 倒 木 の お そ れ の あ る 浮 石 や 立 木 の あ る 場 合 は 、 直 ち に 除 去 す る も の と す る 。            

三 気 象 条 件 に 絶 え ず 留 意 し 、 適 宜 、 作 業 中 止 や 危 険 回 避 の 処 置 等 適 切 な 措 置 を 講 じ る も の と す る 。 

                                                               

（ 隣 接 地 境 界 と の 保 安 距 離 ）                                     

第 三 条 土 の 採 取 場 の 区 域 に 隣 接 す る 土 地 の 境 界 と の 保 安 距 離 は 、 地 表 の 厚 さ 、 土 質 、 湧 水 の 有 無 等 

を 考 慮 し て 設 定 す る も の と す る 。       

２ 転 石 、 表 土 等 が 隣 地 に 崩 落 す る お そ れ の あ る 箇 所 に は 、 転 落 石 防 止 施 設 を 設 け る も の と す る 。   

３ 採 取 に よ る 土 地 の 崩 壊 等 の 災 害 を 防 止 す る た め 、 山 頂 、 稜 線 を 含 め て 採 取 で き る 範 囲 と な る よ う に

土 地 の 確 保 等 に 努 め る も の と す る 。                                                         

                                                               

（ 排 水 施 設 ）                                                   

第 四 条 場 内 か ら 場 外 へ の 排 出 水 に つ い て は 、 水 質 汚 濁 防 止 法 （ 昭 和 ４ ５ 年 法 律 第 １ ３ ８ 号 ） に 基 づ く

基 準 が 適 用 さ れ る 場 合 に は そ れ に 適 合 す る よ う 処 理 し 、 ま た 適 用 が な い 場 合 に お い て も 下 流 に お い て

災 害 を 起 こ さ な い よ う に 沈 殿 池 等 の 処 理 施 設 で 処 理 し て か ら 排 出 す る も の と す る 。 

２ 岩 石 採 取 場 の 上 流 の 沢 水 及 び 山 腹 水 は 、 こ れ が 場 内 を 貫 流 す る こ と に よ っ て 汚 濁 す る こ と の な い よ

う 必 要 に 応 じ 沢 水 排 水 路 、 ま た は 山 腹 水 路 等 の 所 要 の 施 設 を 設 け 、 下 流 に 誘 導 す る も の と す る 。 

３  排 水 施 設 は 、 放 流 先 の 排 水 能 力 、 利 水 の 状 況 を 勘 案 し て 、 適 切 に 排 水 で き る よ う に 河 川 、 そ の 他 の

水 域 に 接 続 す る も の と し 、 次 の 基 準 を 満 た さ な け れ ば な ら な い 。                              

一 排 水 諸 施 設 を 計 画 す る 基 準 と な る 計 画 流 量 は 次 の ラ シ ョ ナ ル 公 式 に よ っ て 算 定 す る 。          

      Ｑ＝１／３６０・ｆ・Ｉ・Ａ 
 Ｑ：雨水流出量(立方メートル／秒) 
 ｆ：流出係数 

  

 



Ｉ：降雨強度(ミリメートル／時) 
Ａ：流域面積(ヘクタール) 

      

 

    流 出 係 数 の 算 定 に 当 た っ て は 次 の 表 に よ る も の と す る 。     

                                                                                           

   地 表 の 状 態  流 出 係 数  標 準  

 急 峻 な 山 地 ０･ ７ ５ ～ ０･ ９ ０  ０･ ８ ５  

 三 紀 層 山 地 ０･ ７  ～ ０･ ８  ０･ ７ ５  

 起 伏 の あ る 山 地 及 び 樹 林 ０･ ５ ～ ０･ ７ ５  ０･ ６ ５  

 平 坦 な 耕 地 ０･ ４ ５ ～ ０･ ６  ０･ ６ ０  

 水 田 ０･ ７  ～ ０･ ８  ０･ ７ ５  

 採 取 後 の 地 域( 不 浸 透) ０･ ８ ５ ～ １･ ０  ０･ ９ ０  

 採 取 後 の 地 域( 浸 透) ０･ ７ ５ ～ １･ ０  ０･ ８ ５  

      ※ な お 、 こ れ ら の も の が 混 在 す る 場 合 は 面 積 加 重 平 均 と し て 計 算 す る が 、 算 出 さ れ た 値 が ０･ 

       ８ 以 下 と な る 場 合 は ｆ= ０･ ８ と す る 。                                       

      ※ 採 取 地 内 排 水 路 の 降 雨 強 度 は １ ０ 年 確 率 以 上 と し 、 雨 量 強 度 の 算 定 は 「 宅 地 等 開 発 事 業 に 関

        す る 技 術 マ ニ ュ ア ル 」 の 下 水 排 除 施 設 に よ る こ と 。                              

      ま た 、 計 算 さ れ た 流 量 に １ ０ パ ー セ ン ト の 含 砂 量 を 見 込 む こ と と す る 。                 

  二  排 水 は 表 面 、 の り 面 、 小 段 、 暗 き ょ 等 系 統 的 に 排 水 施 設 を 計 画 す る こ と 。                   

  イ 流 下 能 力 の 算 定                                       

        排 水 諸 施 設 の 流 下 能 力 の 算 定 は 、 等 流 の 範 囲 に お い て マ ニ ン グ の 平 均 流 速 公 式 を 使 用 す る  

     も の と す る 。               

       

 

 

 

  

 

 

                                                                                           

Ｑ＝Ｖ・Ａ 
 Ｖ＝１／ｎ・Ｒ2/3・Ｉ1/2 

Ａ：水路断面 
Ｖ：平均流速 
Ｒ：径深 Ｒ＝Ａ／Ｓ Ｓ＝潤辺 
Ｉ：水平勾配 
ｎ：粗度係数 

      区  分     ｎ  

 素 掘 水 路  ０･ ０ ４ ０  

 ブ ロ ッ ク 積 み 水 路   ０･ ０ ３ ５  

 コ ン ク リ ー ト 三 面 張 り   ０･ ０ ２ ５  

 小 規 模 コ ン ク リ ー ト 水 路   ０･ ０ １ ５  

    ※ 小 規 模 コ ン ク リ ー ト 水 路 と は 、 水 路 幅 が 概 ね ２ メ ー ト ル 以 下 で 勾 配 が １ ／ １ ０ ０ よ り 緩 や 

        か な コ ン ク リ ー ト 水 路 を い う 。                                   

    ロ 構 造                                                 

    ( イ) 原 則 と し て 開 き ょ と す る こ と                       

    ( ロ) 排 水 路 は 地 形 の 低 位 部 に 位 置 し 、 縦 断 勾 配 が 著 し く 変 化 し な い 位 置 に 設 置 す る こ と 。 

 三 洪 水 調 節 の 方 法 に つ い て は 、 土 採 取 場 の 採 取 面 積 が １ ヘ ク タ ー ル 以 上 か つ 洪 水 調 整 容 量 が ５ ０ ０

立 方 メ ー ト ル 以 上 の 場 合 と し 、 次 の い ず れ か を 施 工 す る も の と す る 。 た だ し 、 排 水 施 設 管 理 者 が 必

要 と 認 め る 場 合 は こ の 限 り で な い 。        

  イ 河 川 又 は 水 路 の 改 修                                     

       採 取 に 伴 う 流 量 増 に 対 し 、 下 流 河 川 等 の 断 面 狭 小 部 分 を 改 修 し 流 下 能 力 の 向 上 を 図 る こ と に 

  よ り 対 応 す る 。 適 用 に あ っ て は 、 経 済 条 件 お よ び 当 該 地 域 の 事 情 を 考 慮 し 、 当 該 河 川 排 水 路 管 

  理 者 と 協 議 の う え 計 画 立 案 す る も の と す る 。           

    ロ 洪 水 調 整 池                                            

        洪 水 調 整 池 の 計 画 及 び 構 造 の 基 準 は 「 宅 地 等 開 発 事 業 に 関 す る 技 術 マ ニ ュ ア ル 」 に よ る も の 

  と す る 。                   



（ 土 砂 流 出 対 策 ）                                               

第 五 条 沈 砂 池 に つ い て は 、 次 の と お り と す る 。 

 一  沈 砂 池 の 容 量 は ２ ３ ０ 立 方 メ ー ト ル ／ ヘ ク タ ー ル （ 砂 防 指 定 地 １ ５ ０ 立 方 メ ー ト ル ／ ヘ ク タ ー

ル ） を 標 準 と し て 算 定 す る も の と す る 。 

  二  構 造 は 掘 り 込 み 式 を 原 則 と し 、 法 覆 い 工 を 施 工 す る も の と す る 。 や む を 得 ず 築 堤 方 式 に す る 場 

 合 は 、 コ ン ク リ ー ト ダ ム ま た は フ ィ ル ダ ム 構 造 と す る こ と 。                             

 三  沈 砂 池 の 最 大 機 能 が 保 持 で き る よ う 維 持 管 理 す る も の と す る 。 

  四  沈 砂 池 、 沈 殿 池 お よ び 調 整 池 は 兼 用 す る こ と が で き る も の と す る 。 た だ し 、 個 々 の 能 力 を 確 保 

 し て い な け れ ば な ら な い も の と す る 。                                                  

２ 土 留 め 工 事 と は 、 土 俵 積 工 、 土 盛 堤 工 、 柵 工 等 を い う 。           

                                                               

（ 土 採 取 跡 地 の 整 備 ）                                           

第 六 条 平 地 に お け る 採 取 に つ い て 、 採 取 後 は 埋 戻 し を 原 則 と し 、 掘 削 深 は １ ０ メ ー ト ル 程 度 （ 最 大 

１ ５ メ ー ト ル ） と す る も の と す る 。     

２ 採 取 跡 の の り 面 の 勾 配 に つ い て は 、 次 の と お り と す る 。             

 一 植 生 等 に よ る 適 切 な 保 護 を し た 場 合 に つ い て は 、 別 表 １ の 標 準 勾 配 の 下 限 値 以 下 と す る も の と 

 す る 。                  

 二 の り 高 の 大 き い 切 土 の 場 合 は 、 原 則 と し て 、 高 さ ５ メ ー ト ル 毎 に 幅 １ ～ ２ メ ー ト ル の 小 段 を 設 け

る の を 標 準 と し 、 の り 面 の 安 定 を 低 下 さ せ な い 構 造 と す る こ と 。                              

 

（ そ の 他 ）                                                     

第 七 条 そ の 他 必 要 な 事 項 に つ い て は 、 次 の と お り と す る 。 

 一 土 採 取 後 の の り 面 に は 、 順 次 、 保 護 工 を 施 工 す る こ と と し 、 可 能 な 限 り 緑 化 す る も の と す る 。 

 な お 、 工 法 の 選 定 に つ い て は 、 土 質 、 の り 面 勾 配 、 周 辺 の 状 況 、 掘 削 前 の 状 態 を 考 慮 し 、 決 定 す 

 る も の と す る 。                                          

  二  緑 化 に つ い て は 植 栽 後 も 、 追 肥 、 補 植 等 を 必 要 に 応 じ 随 時 行 う よ う 努 め る も の と す る 。       

三 隣 地 と の 間 の 保 全 区 域 が 崩 壊 し な い よ う 、 必 要 に 応 じ て 土 留 め 工 事 を 施 工 す る も の と す る 。    

四 落 石 及 び 人 の 転 落 の お そ れ が あ る 箇 所 に は 立 入 禁 止 柵 を 設 け る も の と す る 。 

  五 採 取 が 完 了 ま た は 中 断 ・ 休 止 し た 後 、 調 整 池 （ 沈 砂 池 、 沈 殿 池 を 含 む ） の 機 能 を 確 保 す る た め 、

維 持 管 理 を 十 分 行 わ な け れ ば な ら な い 。 

 六 採 取 場 か ら の 粉 塵 、 運 搬 路 か ら 生 ず る ホ コ リ 等 が 周 辺 の 生 活 環 境 を 阻 害 し な い よ う 散 水 、 防 塵 

材 散 布 等 の 必 要 な 措 置 を 講 じ る こ と と す る 。                                            

 七  採 取 に あ た っ て は 採 取 場 入 口 に 危 険 表 示 看 板 を 設 置 す る と と も に 周 囲 は 有 刺 鉄 線 柵 、 ト タ ン 塀 等

に よ っ て 囲 い 、 立 ち 入 り 禁 止 標 識 を 設 置 す る も の と す る 。                              

 八 騒 音 規 制 地 域 又 は 人 家 が 密 集 し て い る 地 域 に お い て は 、 騒 音 の 防 止 に 努 め る も の と す る 。      

                          

  附 則 

 

    こ の 要 綱 は 、 平 成 十 三 年 九 月 二 十 六 日 か ら 施 行 す る 。 

 

  別 表 １  「 標 準 の り 勾 配 」                                                                 

   地 山 の 土 質   切 土 高   勾 配  

 堅 く し ま っ た 土  ５ メ ー ト ル 以 下  １: ０･ ８ ～ １: １･ ０  

  （ 蜜 実 な も の ）  ５ ～ １ ０ メ ー ト ル  １: １･ ０ ～ １: １･ ５  

 堅 く し ま っ て い な い 土  ５ メ ー ト ル 以 下  １: １･ ０ ～ １: １･ ５  

  （ 蜜 実 で な い も の ）  ５ ～ １ ０ メ ー ト ル  １: １･ ５ ～ １: ２･ ０  

 粘 性 土  １ ０ メ ー ト ル 以 下  １: ０･ ８ ～ １: １･ ２  

 


